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■
専
決
処
分
の
報
告

工
事
名
　
平
成
十
八
年
度
十

七
年
災
102
／
33
農
道
長
屋

線
そ
の
2
災
害
復
旧
工
事

契
約
の
相
手
方
　
㈱
大
一
林

組
変
更
前
の
契
約
金
額

七
二
二
五
万
六
八
〇
〇
円

変
更
後
の
契
約
金
額

七
三
九
五
万
七
八
〇
〇
円

変
更
の
理
由

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
工
追
加
の

た
め

変
更
年
月
日

平
成
十
九
年
九
月
十
八
日

■
専
決
処
分
の
報
告

工
事
名
　
平
成
十
八
年
度
十

七
年
災
102
／
33
農
道
長
屋

線
そ
の
2
災
害
復
旧
工
事

契
約
の
相
手
方
　
㈱
大
一
林

組
変
更
前
の
契
約
金
額

七
三
九
五
万
七
八
〇
〇
円

変
更
後
の
金
額

七
五
六
九
万
九
七
五
〇
円

変
更
の
理
由

ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
工
追
加
並

び
に
吹
き
付
け
工
追
加
の

た
め

変
更
年
月
日

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九

日

■
町
民
バ
ス
の
設
置
及
び

管
理
条
例

問
　
若
藤
敏
久
議
員

現
在
運
行
し
て
い
る
が
、

ど
う
変
更
す
る
の
か
。

答
　
企
画
課
長

一
般
競
争
入
札
で
運
転
手

を
決
め
、
一
路
線
一
バ
ス
毎

の
委
託
に
な
っ
て
い
る
が
、

運
転
手
の
安
全
管
理
や
バ
ス

の
融
通
を
効
か
す
た
め
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

い
。

問
　
若
藤
議
員

タ
ク
シ
ー
会
社
の
存
続
も

含
め
組
合
を
つ
く
っ
て
は
。

答
　
企
画
課
長

事
前
に
関
係
事
業
者
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
相
談
し
て
い

る
。

（
可
決
　
全
員
）

■
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
設
置

及
び
管
理
条
例

問
　
福
原
克
彦
議
員

別
枝
口
線
は
森
山
ま
で
だ

が
、
子
ど
も
が
転
入
し
て
来

た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
企
画
課
長

路
線
の
変
更
や
、
運
行
区

間
の
変
更
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問
　
農
本
規
仁
議
員

高
瀬
本
村
か
ら
中
学
校
へ

通
学
距
離
に
よ
っ
て
運
行
が

決
ま
る
の
か
。

答
　
教
育
長

状
況
に
よ
っ
て
考
慮
す

る
。

問
　
大
原
儀
郎
議
員

町
民
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
も
、
指
定
管
理
者
は

別
々
か
一
括
か
。

答
　
企
画
課
長

全
町
を
一
括
し
、
指
定
し

て
い
く
。

（
可
決
　
全
員
）

Ｑ　　
＆Ａここが聞きたい

－第 7 回（12月）定例会－
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■
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
の
勧
告
に
よ
り
若

年
層
を
増
額
す
る
も
の

問
　
大
原
議
員

人
件
費
を
抑
え
な
が
ら
若

い
人
た
ち
を
元
気
に
す
る
政

策
を
と
っ
て
ほ
し
い
が
。

答
　
町
長

若
い
者
だ
け
な
の
で
理
解

を
。

問
　
大
原
議
員

今
の
財
政
状
況
や
、
将
来

を
考
え
る
と
、
英
断
も
。

答
　
町
長

人
件
費
を
削
る
前
に
、
ま

だ
無
駄
を
省
く
努
力
が
必

要
。

反
対
討
論
　
大
原
議
員

一
部
賛
成
だ
が
、
一
部
反

対
は
で
き
な
い
の
で
反
対
。

（
可
決
　
多
数
）

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税
に
特
別
徴

収
制
度
を
導
入
す
る
も
の

問
　
若
藤
議
員

国
が
決
め
た
か
ら
と
い
っ

て
、
今
こ
こ
で
議
決
す
れ
ば

議
会
に
責
任
が
あ
る
。
詳
し

い
説
明
を
。

答
　
税
務
課
長

厚
労
省
は
、
す
べ
て
の
徴

収
率
99
・
8
％
。
被
保
険
者

が
少
な
く
特
別
徴
収
を
し
て

も
意
味
が
な
い
町
村
で
は
し

な
く
て
い
い
と
い
う
が
、
本

町
は
い
ず
れ
も
該
当
せ
ず
、

国
保
会
計
に
対
し
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

問
　
大
原
議
員

ど
れ
ぐ
ら
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
き
そ
う
か
。

答
　
税
務
課
長

調
整
交
付
金
が
、
一
定
減

額
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い

る
。

（
可
決
　
多
数
）

■
平
成
十
九
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
二

一
九
万
七
千
円
を
追
加
し
、

総
額
、
七
四
億
八
五
七
二
万

円
と
す
る
。

問
　
西
森
常
晴
議
員

各
地
域
振
興
基
金
残
高

は
。

答
　
総
務
課
長

吾
川
三
億
二
三
一
五
万

円
、
池
川
三
一
一
四
万
円
、

仁
淀
四
億
六
三
二
三
万
円
。

問
　
西
森（
常
）議
員

田
村
公
園
に
吾
川
振
興
基

金
か
ら
二
八
〇
〇
万
円
使
う

が
、
内
容
は
。

答
　
企
画
課
長

土
地
整
備
費
に
二
八
〇
〇

万
円
、
過
疎
計
画
ベ
ー
ス
で

八
〇
〇
〇
万
円
。

第22回上仁淀川・第29回吾川・第23回仁淀川駅伝競走大会が、1月13日行われた。

午前10時　寺村西浦を16チームが一斉スタート

問
　
西
森（
常
）議
員

八
〇
〇
〇
万
円
は
オ
ー
バ

ー
し
な
い
の
か
。

答
　
企
画
課
長

二
〇
、
二
一
年
度
は
八
〇

〇
〇
万
円
を
目
安
に
し
、
地

元
と
の
話
し
合
い
の
中
で
変

更
や
、
次
の
段
階
も
あ
り
う

る
。

答
　
町
長

要
望
書
に
は
三
四
人
の
子

ど
も
の
名
前
が
あ
り
、
自
主

防
災
も
含
め
て
整
備
す
る
。

集
落
整
備
事
業
で
田
村
は

環
境
整
備
の
た
め
一
二
〇
〇

万
円
を
一
般
財
源
へ
繰
り
入

れ
し
た
経
緯
も
あ
る
。

問
　
西
森（
常
）議
員

公
園
に
反
対
で
は
な
い
。

取
り
崩
す
吾
川
振
興
基
金
が

い
く
ら
か
を
知
り
た
い
。

答
　
企
画
課
長

国
庫
補
助
事
業
を
取
り
、

使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
努
力
す

る
。

問
　
大
原
議
員

町
づ
く
り
基
金
の
残
高
と

管
理
費
に
係
る
人
件
費
の
説

明
を
。
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答
　
総
務
課
長

町
づ
く
り
基
金
は
、
二
億

一
一
八
〇
万
円
。
今
回
の
給

与
改
正
は
四
月
に
遡
っ
て
一

般
会
計
分
二
八
一
万
二
千

円
、
大
崎
診
療
所
分
二
四
万

七
千
円
、
計
三
〇
五
万
九
千

円
と
な
る
。

問
　
若
藤
議
員

町
職
員
で
特
殊
勤
務
手
当

を
も
ら
っ
て
い
る
者
が
い
る

か
。
業
種
と
人
数
、
金
額
は
。

答
　
総
務
課
長
補
佐

土
木
の
作
業
員
が
時
間
当

た
り
三
〇
〇
円
、
国
調
職
員

の
現
場
手
当
日
額
三
〇
〇

円
、
医
師
、
理
学
療
法
士
の

特
殊
勤
務
手
当
、
看
護
師
の

放
射
線
手
当
が
あ
り
、
実
際

に
従
事
し
た
分
を
支
給
し
て

い
る
。

反
対
討
論
　
岡
田
議
員

財
政
状
況
、
住
民
の
生
活

を
見
た
時
、
田
村
公
園
に
巨

額
な
予
算
を
投
入
す
べ
き
で

な
い
。

賛
成
討
論
　
西
森（
常
）議
員

執
行
部
よ
り
、
吾
川
選
出

議
員
に
、
基
金
の
使
用
に
つ

き
事
前
に
相
談
が
あ
っ
た
4

つ
の
案
の
中
の
1
つ
で
あ
り

賛
成
す
る
。

反
対
討
論
　
大
原
議
員

人
件
費
に
係
る
分
で
賛
成

で
き
な
い
。

（
可
決
　
多
数
）

■
平
成
十
九
年
度
特
別
会

計
直
診
大
崎
診
療
所
勘
定

補
正
予
算
（
第
二
号
）

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
人

件
費
の
更
正
で
補
正
額
は
〇

円
。
総
額
二
億
三
六
一
二
万

六
千
円
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
十
九
年
度
道
交
第

四
―
九
七
―
一
号
町
道
椿

山
線
地
方
道
路
交
付
金
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

工
事
内
容
の
増
加
に
よ
り

一
三
八
七
万
九
千
円
を
増
額

し
、
七
〇
三
一
万
一
千
円
と

な
り
、
議
決
を
求
め
る
も
の

契
約
の
相
手
方
　
栄
宝
生
建

設
㈱

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
十
八
年
度
（
繰
越
）

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備

工
事
請
負
契
約
の
変
更

電
波
テ
ス
ト
の
結
果
、
工

事
内
容
や
、
機
種
の
変
更
が

あ
り
、
一
三
八
五
万
三
千
円

増
の
総
額
九
九
九
八
万
八
千

円
と
な
り
、
議
決
を
求
め
る

も
の

契
約
の
相
手
方
　
沖
電
気
工

業
㈱
四
国
支
社

問
　
片
岡
政
徳
議
員

一
割
強
の
増
額
の
内
容

は
。

答
　
総
務
課
長

入
札
時
66
・
7
％
で
落
札

し
て
お
り
、
諸
々
を
請
負
更

正
を
し
た
結
果
の
増
額
。

問
　
若
藤
議
員

十
八
年
度
分
が
八
六
〇
〇

万
円
で
、
十
九
年
度
両
方
で

三
億
三
千
万
円
と
い
う
こ
と

か
。

答
　
総
務
課
長

補
助
金
分
を
変
更
し
た
。

（
可
決
　
全
員
）

■
平
成
十
九
年
度
十
九
年

災
1
／
33
／
・
102
／
33
加

枝
地
区
農
地
保
全
施
設
災

害
復
旧
工
事
請
負
契
約

契
約
の
方
法
　
指
名
競
争
入

札
契
約
金
額
　
五
六
四
九
万
円

契
約
の
相
手
方
　
㈱
上
岡
工

務
店

議
決
に
付
す
べ
き
、
五
〇

〇
〇
万
円
以
上
の
請
負
契
約

で
あ
り
、
入
札
は
十
一
月
三

〇
日
に
8
業
者
で
行
っ
た
。

（
可
決
　
全
員
）

■
損
害
賠
償
の
和
解

平
成
十
九
年
九
月
十
三
日

発
生
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
坂

本
狩
山
線
に
よ
る
交
通
事
故

に
つ
い
て
和
解
す
る
た
め
議

決
を
求
め
る
も
の

内
容

�
町
は
相
手
方
に
二
七
〇
〇

万
円
を
支
払
う
。

�
相
手
方
は
、
本
件
に
関
し

一
切
異
議
を
申
し
立
て
な

い
。

（
可
決
　
全
員
）

産業建設常任委員会の報告

委員長 岡田　良成

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十

七
日
（
火
）
十
三
時
〜
十
七

時
。
町
道
椿
山
線
、
農
道
長

屋
線
、
農
道
馬
場
線
、
農
道

中
ノ
瀬
線
、
町
道
森
川
渡
線

の
進
ち
ょ
く
確
認
及
び
工
事

現
場
の
安
全
状
況
調
査
。

池
川
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、

町
有
地
、
民
地
、
借
地
の
確

認
。出

席
者
　
委
員
長
他
、
委

員
五
人
、
議
長
、
執
行
部
九

人
。

現地調査、19年11月町道椿山線（百川内）
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ス
ク
ー
ル
バ
ス

坂
本
狩
山
線
の
事
故

九
月
十
三
日
の
狩
山
日
浦

で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
故

は
、
遺
族
と
事
故
の
賠
償
な

ど
話
し
合
い
を
進
め
、
示
談

の
見
通
し
が
た
っ
た
。

教育委員会の報告

教育長 大野　敏光

調
査
結
果
の
概
要
は
、

小
・
中
学
校
の
国
語
・
算

数
・
数
学
と
も
に
、
平
均
正

答
率
が
県
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
が
、
中
学
校
は
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。

全
国
学
力
・学習

状
況
調
査

小
学
校
五
校
の
六
年
生
36

人
、
中
学
校
三
校
の
三
年
生

50
人
が
調
査
を
受
け
た
。

調
査
結
果
は
、
学
校
間
や

自
治
体
間
で
の
競
争
や
比
較

で
な
く
、
子
供
た
ち
一
人
一

人
の
個
性
や
能
力
に
応
じ
た

学
習
指
導
の
改
善
に
役
立
て

た
い
。

質
問
調
査
は
、
子
供
た
ち

の
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
、

人
と
の
関
わ
り
、
体
験
活
動

な
ど
状
況
を
把
握
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

来
年
度
の
調
査
は
四
月
二

十
二
日
の
予
定
で
、
教
育
委

員
会
は
引
き
続
き
、
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふれあい参観（12月19日　別府小）

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
に
関
す
る

意
見
書

提
出
者
　
　
大
原
　
儀
郎

「
消
え
た
年
金
」
問
題
は
国
の
責
任
で
早
急
に
解

決
し
、
信
頼
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

九
百
万
人
を
超
え
る
国
民
年
金
だ
け
の
平
均
月
額

は
、
四
万
七
千
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
無
年
金
者
は
、

現
在
百
万
人
を
越
え
る
も
の
と
見
ら
れ
、
無
年
金
・

低
年
金
者
は
、
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
高
齢
者
に
は
、
国
保
・
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
、
医
療
制
度
の
改
革
に
よ
る
負
担
増
が

加
わ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
率
は
、
六
六．

三
％
に
と
ど
ま
り
、
二
〇
〇
七
年
度
八
十
％
の
達
成

率
は
絶
望
的
な
状
況
で
す
。

公
的
年
金
制
度
は
、
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な

り
、
地
域
経
済
へ
の
打
撃
も
深
刻
で
す
。
最
低
保
障

年
金
制
度
以
外
に
公
的
年
金
制
度
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
市
長
会
も
、
昨
年
に
続

き
、
要
望
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
連
社
会
権
規
約
委
員
会
は
二
〇
〇
一
年

八
月
、
政
府
に
対
し
「
最
低
年
金
」
の
必
要
を
勧
告

し
て
い
ま
す
。

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
次
の
事
項
を

実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

記

一．

国
の
責
任
で
一
人
残
ら
ず
「
消
え
た
年
金
」
問

題
を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
。

二．

最
低
保
障
年
金
制
度
を
一
日
も
早
く
実
現
す
る

こ
と
。

意
見
書
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
　
　
財
務
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

特
別
職
の
退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る

意
見
書

提
出
者
　
　
若
藤
　
敏
久

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
財
政
の
厳
し
い
中
、

地
方
交
付
税
等
の
大
幅
な
削
減
の
影
響
を
受
け
、
自

治
体
の
財
政
運
営
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
で
あ
り
ま

す
。
自
治
体
は
、
特
別
職
や
職
員
の
給
料
の
減
額
。

議
会
は
、
定
数
削
減
や
議
員
報
酬
の
減
額
な
ど
、

様
々
な
対
応
策
で
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
中
で
、
特
別
職
（
市
町
村

長
、
副
市
町
村
長
、
教
育
長
）
の
退
職
手
当
支
給
率

は
昭
和
五
八
年
四
月
か
ら
高
い
水
準
を
堅
持
し
、
聖

域
の
如
く
保
護
さ
れ
て
い
る
の
は
大
変
遺
憾
で
あ
り

ま
す
。

退
職
手
当
支
給
率
が
高
い
の
は
、
決
定
機
関
の
構

成
員
を
殆
ど
首
長
が
占
め
て
お
り
、
自
ら
の
支
給
率

を
削
減
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
と
考
え
、さ
ら
に
、

住
民
の
意
思
が
十
分
反
映
さ
れ
る
制
度
に
改
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
職
等
の
退
職
手
当
支
給
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
で
支
給
率
を
決
定
で
き
る
よ
う
制
度
改
正
な

ど
、
次
の
事
項
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

一．

特
別
職
の
退
職
手
当
支
給
率
の
削
減
及
び
退
職

手
当
負
担
金
額
の
削
減
。

二．

現
行
の
高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
組
合

議
員
は
首
長
九
人
、
議
長
三
人
で
、
当
事
者
が
占

め
て
い
る
の
で
、
市
町
村
の
住
民
の
意
思
が
反
映

さ
れ
る
構
成
員
の
見
直
し
。

三．

市
町
村
の
特
別
職
等
の
退
職
手
当
支
給
率
は
、

各
構
成
団
体
が
実
施
で
き
る
制
度
改
正
。

意
見
書
提
出
先

高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
管
理
者

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成20年2月7日発行 第10号　（22）

編

後
集

記

今
日
も
寒
か
っ
た
。
冬
は

夏
の
暑
さ
に
感
謝
す
る
と
い

い
そ
う
だ
。
心
が
少
し
温
か

く
な
る
気
が
す
る
。
（
三
鈴
）

年
末
に
雪
が
降
り
、
寒
い

正
月
で
し
た
。
体
調
管
理
を

し
っ
か
り
し
て
、
元
気
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

（
尾
崎
）

仁
淀
川
紅
茶
40
年
ぶ
り
復

活
。
Ｉ
タ
ー
ン
栗
田
さ
ん
伝

統
技
術
で
頑
張
る
。
味
と
香

り
で
地
域
振
興
に
光
。（
福
原
）

二
十
年
元
旦
。家
の
周
り
は

一
面
の
雪
で
真
白
。人
の
心
、

気
持
ち
も
初
心
を
忘
れ
ず
純

粋
で
あ
り
た
い
。

（
野
村
）

年
と
共
に
一
年

く
が
走

早
に
過
ぎ
て
い
く
。
議
会
だ

よ
り
委
員
の
二
年
も
「
あ
」

っ
と
い
う
間
に
。

（
片
岡
）

は
つ
ら
つ
と
し
た
新
成
人

を
見
て
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
く
れ
る
町
に
と
強
く
思
っ

た
式
で
し
た
。

（
農
本
）

二
年
間
ス
タ
ッ
フ
に
支
え

ら
れ
、
無
事
委
員
長
の
役
を

務
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
深
謝
…
（
西
森（
常
））

ラ�コ�ム�

仁
淀
川
町
で
の

暮
ら
し

実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

も
と
も
と
茶
栽
培
を
や
っ

て
み
た
く
て
、茶
業
試
験
場

の
研
修
生
と
し
て
仁
淀
川
町

大
学
で
の
専
門
が
林
業
だ

っ
た
の
で
、山
へ
の
関
心
も
あ

り
、学
生
時
代
の
友
人
た
ち

を
募
っ
て
間
伐
も
や
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。素
人
集
団
で

も
快
く
伐
ら
せ
て
く
だ
さ
る

方
が
多
く
、あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
る
。

今
は
周
り
に
助
け
て
も
ら

っ
て
ば
か
り
。い
つ
か
恩
返
し

で
き
る
よ
う
に
、し
っ
か
り
歩

ん
で
い
き
た
い
。

栗
田
桂
子（
岩
丸
）

へ
来
た
。茶
栽
培
は
も
ち
ろ

ん
、製
茶
等
も
お
も
し
ろ
く

周
囲
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
茶
の
勉
強
を
続
け
て

い
る
。

高
知
市
か
ら
引
っ
越
し
て

き
て
も
う
す
ぐ
丸
三
年
。池

川
応
援
団
、安
居
神
楽
、秋

葉
祭
り
、仁
淀
青
年
団
な
ど
、

地
域
の
様
々
な
活
動
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、楽
し
く
て
充

日

記

帳

19
年

10
月
2
日

郡
議
長
会（
い
の

町
）

10
日

四
国
地
区
町
村

議
長
会
研
修
会

（
鳴
門
市
）

14
日

仁
淀
高
校
体
育

祭

20
日

戦
没
者
追
悼
式

（
森
）

21
日

池
川
地
区
運
動

会

23
日

戦
没
者
追
悼
式

（
池
川
）

24
日

議
会
だ
よ
り
特

別
委
員
会

27
日

木
星
電
波
観
測

所
落
成
行
事

30
日

戦
没
者
追
悼
式

（
長
者
）

11
月
1
日

県
戦
没
者
追
悼

式（
高
知
市
）

4
日

吾
川
地
区
運
動

会

5
日

議
員
協
議
会

6
日

議
会
広
報
研
修

会（
高
知
市
）

15
日

健
康
福
祉
大
会

16
日

弁
護
士
と
の
話
し

合
い（
高
知
市
）

18
日

町
内
中
学
生
の

主
張

19
日

議
員
協
議
会

27
日

産
業
建
設
常
任

委
員
会

29
〜
30
日

議
長
全
国
大
会
・

郡
議
長
会
研
修

（
静
岡
県
・
東
京

都
）

12
月
3
日

広
域
議
会（
越
知

町
）

5
日

議
会
運
営
委
員

会

8
日

県
議
長
会
理
事

会（
高
知
市
）

郡
議
長
会（
春
野

町
）

12
・
13
日

第
7
回
定
例
議

会

29
日

閉
町
記
念
式
典

（
春
野
町
）

2月1日　大崎保育所の園児が赤鬼、青鬼さんと本庁舎へ乱入（大崎）


